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「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第 12条第 1項及び第 14条第 2項に基づく届出の基準等について」 新旧対照表 
新 旧 

別紙 

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準 

 

第１ 全般的事項 

 

１ 検査方法に関する留意事項 

分離・同定による病原体の検出の「同定」には、生化学的性状、抗血清、ＰＣＲ

法（ＬＡＭＰ法等の核酸増幅法全般をいう。以下同じ。）による同定など、種々の

同定方法を含む。 

抗体検査による感染症の診断には、 

（１）急性期と回復期のペア血清による抗体の陽転（陰性から陽性へ転じること） 

（２）急性期と回復期のペア血清による抗体価の有意上昇 

（３）急性期の IgM抗体の検出 

（４）単一血清での IgG抗体の検出による診断もあり得るが、その場合、臨床症状

等総合的な判断が必要である。 

のいずれかが用いられる。 

なお、「抗体価の有意上昇」とは、血清の段階希釈を実施する方法を使用した場

合においてのみ利用可能であり、４倍以上の上昇を示した場合をいう。ただし、Ｅ

ＬＩＳＡ法、ＥＩＡ法等、吸光度（インデックス）で判定する検査法においては、

この値（４倍）を用いることはできない。 

 
２～３ （略） 

 

第２ （略） 

 

第３ 二類感染症 

 

１～３（略） 

 

４ 重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであ

るものに限る） 

（１）～（２） （略） 

別紙 

医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準 

 

第１ 全般的事項 

 

１ 検査方法に関する留意事項 

分離・同定による病原体の検出の「同定」には、生化学的性状、抗血清、ＰＣＲ

法による同定など、種々の同定方法を含む。 

抗体検査による感染症の診断には、 

（１）急性期と回復期のペア血清による抗体の陽転（陰性から陽性へ転じること） 

（２）急性期と回復期のペア血清による抗体価の有意上昇 

（３）急性期の IgM抗体の検出 

（４）単一血清での IgG 抗体の検出による診断もあり得るが、その場合、臨床症状

等総合的な判断が必要である。 

のいずれかが用いられる。 

なお、「抗体価の有意上昇」とは、血清の段階希釈を実施する方法を使用した場

合においてのみ利用可能であり、４倍以上の上昇を示した場合をいう。ただし、Ｅ

ＬＩＳＡ法、ＥＩＡ法等、吸光度（インデックス）で判定する検査法においては、

この値（４倍）を用いることはできない。 

 

 
２～３ （略） 

 

第２ （略） 

 

第３ 二類感染症 

 

１～３（略） 

 

４ 重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであ

るものに限る） 

（１）～（２） （略） 
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（３）届出基準 

  ア～オ （略） 

 

    

 

 

 

 

 

 

５（略） 

 

第４ （略） 

 

第５ 四類感染症 

 

１ Ｅ型肝炎 

（１）～（２） （略） 

（３）届出基準 

  ア～エ （略） 

 

    

 

 

 

 

１０ Ｑ熱 

（１）定義 

コクシエラ科コクシエラ属のCoxiella burnetii の感染によって起こる感染症で

ある。 

（２）～（３） （略） 

 

 

２１ デング熱 

（１）～（２） （略） 

検査方法 検査材料 

分離・同定による病原体の検出 鼻 咽 頭 拭

い 液 、 喀

痰、尿、便 
ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 

ＥＬＩＳＡ法又は蛍光抗体法によるＩｇＭ抗体若しくはＩ

ｇＧ抗体の検出、又は中和試験による抗体の検出 

血清 

検査方法 検査材料 

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 血液・便 

ＩｇＭ抗体若しくはＩｇＡ抗体の検出 血清 

（３）届出基準 

  ア～オ （略） 

 

    

 

 

 

 

 

 

５（略） 

 

第４ （略） 

 

第５ 四類感染症 

 

１ Ｅ型肝炎 

（１）～（２） （略） 

（３）届出基準 

  ア～エ （略） 

 

 

 

 

 

 

１０ Ｑ熱 

（１）定義 

リケッチア科コクシエラ属のCoxiella burnetii の感染によって起こる感染症で

ある。 

（２）～（３） （略） 

 

 

２１ デング熱 

（１）～（２） （略） 

検査方法 検査材料 

分離・同定による病原体の検出 鼻 咽 頭 拭

い 液 、 喀

痰、尿、便 
ＰＣＲ法又はＬＡＭＰ法による病原体の遺伝子の検出 

ＥＬＩＳＡ法又は蛍光抗体法によるＩｇＭ抗体若しくはＩ

ｇＧ抗体の検出、又は中和試験による抗体の検出 

血清 

検査方法 検査材料 

ＰＣＲ法による病原体の遺伝子の検出 血液 

ＩｇＭ抗体の検出 血清 






















